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●結果 

マガキは、試験開始当初のむき身重量割合が、10.5％から 28.3％へ、スミノエ

ガキは、同じく 10.1％から 19.9％へと、アサリについては、肥満度が 12.9％から

25％となり、他試験でも、それぞれ 33.9％、18.0％、24.7％が最大となっているこ

とから、今回試験に用いた施設でも、遜色なく高品質化することが確認できた

（図 3）。なお、垂下水深、基質の有無での品質向上の度合いに差はみられなか

った。 

ノリの色落ち軽減効果については、試験区、対照区の色落ちレベルおよび珪

藻の細胞密度に違いはみられなかった（図 4,5）。これは試験に供した二枚貝の

量が少なかった事や、ノリの栄養塩となる二枚貝の排泄物が潮流に流される事

に起因していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 マガキ、スミノエガキのむき身重量割合とアサリの肥満度の推移 

 

 

 

 

 

図 4 色落ちレベルの推移        図 5 珪藻細胞密度の推移 

[課題・問題点] 

・ 今回の方法では、色落ち軽減効果が見られなかったため、二枚貝の収容量

をはじめ、効果が出ると思われる方法を再検討する必要がある。 

・ 施設への二枚貝の収容量を増やすには、種苗の確保が必要である。 

 

[今後の対応] 

・ ノリ養殖における、色落ち軽減効果が得られる二枚貝の垂下養殖の方法や、

種苗の供給方法について検討が必要である。 

[その他] 

なし 

研究期間： 平成 27 年 

研究担当者：普及担当 山田秀樹 
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